
れ、患者の血液検体から分離された緑膿菌と同一のPFGE′くターンを示した。消毒液、生理食増水、密閉  
されたヘパリン液バイアルは全て陰性であり、混合されたヘパリンと生理食塩水を数日間使用したことに  
よるカテーテル関連血流感染であることが明らかとなった。   

356：2381－2387   
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細菌感染  ProMED－   米国Vemontではシカダニ（クロアシダニ）によって伝播される感染症であるライム病の報告症例数が過  

maり20070809．2584  去2年で2倍となった。2005年は29例、2∞8年は82例で、今年（2007年）は今までに71例が報告されてい  
る。症例は同州の南部に集中している。   

409  

細菌感染  PublicHe81仙Agency  英国において200丁年上半期のライム病確定症例数は198例であり、2006年同時期の194例と類似してい  
OfCanada／lnfec七ou＄  た。2008年通年の暫定的な総報告数Iま788例で、′1997年にサーベイランスが導入されて以来、3500例以  
DiseasesNewsBバef  上の確定例が報告されている。英国人10万人当たりの年次発生率は199丁－2000年は0．38人、2∞2年は  

ヰ10  2007年7月27日   0．84人、2006年は1．46人と増加している。   

細菌感染  Transfusion200丁：47：  アメリカ赤十字で2∝M年3月1日～2008年5月さ1日の期間に1．∞4，208例の供血で細菌埼姜検査が行わ  
1134－11ヰ2   れ、その内18¢例が陽性であった。関連するアフエレーシス血小板293製剤のうち1件を除くすべての輸血  

が回避された。両腕法を用いて採取した場合の細菌培養個性率は、片腕法と比較して有意に高かった。  
411  また、スタノーニング陰性の製剤に関係した敗血症性輸血反応が20例（うち死亡3例）報告されたが、両腕  

法を用いて採取した場合の頻度は片腕法と比較して4．7倍であった。   

細菌感染  VetM元robi012∝帽：  ペットのウサギのイヌに填まれた傷からC8PnO¢眞叩ha伊Canimorsu5が培養された。傷は治療が成功し、  
118：用8－150   ウサギは回復した。ヒト以外の種におけるC．canimor＄uき感染の最初の報告である。   

412  

細菌感染  WienMedWochen＄Chr  種々の病棟から集められたバイアル粥本中4本は無菌ではなかった。その内3本は保存剤を含有してい  
200丁；157：398－401  るマルチドtス／くイアル（MDV）であった。保存剤を全くまたは適量含有していないシングルドースパイアル  

やアドミックス′くイアル28本も複数回使用されていた。MDV88本中15本は初回投与後の使用期限を越え  
413  ていた。   

細菌感染  感染症学姓誌2007；  北海道から九州の6病院において肺疾患を有する＄名の患者から得られた分離菌について、集落形態、  
81（Suppl）：153－154  培養t生化学的・分子遺伝学的性状並びにミコール酸のHPLCを訴べた。4病院で分離された4菌株の鹸  

化した小，］I培養菌細胞から抽出されたミコール酸のHPLC分析では米国CDCデータベースの既知HPLC  
414  パターンに一致するものはなく、新種と考えられた。検討した詩性状から、Runyonm群所属の1新抗酸菌  

種に属すると考えられた。   

細菌感染  策58回日本感染症学  敗血症を発症した64歳男性の血液より、嫌気性のグラム陽性球菌～短樟菌が培簑された。RNA塩基配  
会東日本地方総会  列を決定し、Ac肩n虚acu山mshaaliiと同定した。同定後、SβT／ABPCの投与を行い、患者は軽快退院し  
兼54回日本化苧環法  た。日本で初めてのAshaalii感染報告症例と思われる。血液培養で菌種不明の嫌気性グラム醸性菌が  

ヰ15  学会東日本支部総会  
合同学会（200丁．10．28－  
27）   

細菌感染  第81回 日本感染症  北海道から九州の8病院において肺疾患を有する8名の患者のかっ痍または気管洗浄液から抗酸菌を分  
学会総会・学術講演  離し、分離菌の集落形態、培養・生化学的・分子遺伝学的性状並びにミコール酸のHPLCについて検討し  
会（2007年4月†0－11  た。全ての分離菌は共通の集落形態、培養■生化学的性状を示した。分子遺伝学的にも高い相同性を示  

418  日）Wl了－2   した。4つの分離菌株由来のミコール酸HPLC分析の結果、米国CDCのLibrarydatabaseにはない新種の  
抗酸菌と考えられた。   

細菌感染  日本細菌学雑稔  急性の増殖性腺症羅患豚の回腸粘膜より集菌した菌体を2種の細胞株（IEC－18およぴHep－2）へ穣種し、  
2007；82（1）／第80回日  培養したところ、免疫組織染色によりbwsoniaintracellulaパsが初めて確認された。培養菌より抽出したゲ  
本細菌学会総会  ノムDNAの塩基配列を解析した結果、培養菌由来の数種のPCR増幅断片の塩基配列は基準菌の配列と  

ヰ17  ほぼ一致した。日本の分離株は、英国由来である基準株（NCTC12658）と近縁であることが示唆された。   
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に対応した。2007年2月3日以降、どの農場からも新たな症例は検出されていない。   
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mai120070423．1327   

痕芽胞に曝露させることがある。   

炭痕   ProMED－   米国SouthDakota州Brown郡で約50頂のウシの群れにおいて炭痘が2OO7年4月24日に確認された。2年  
mai120070428．1363  前に同じ群れでアウトブレイクが発生していた。土中に炭痘胞子が生存しており、干ばつ、洪水、強風に  

より放牧中の家畜が胞子に暴露する可能性がある。   
431  

炭痘   ProMED－   ロシアStavropolのKur＄k地区で炭痘のアウトブレイクが報告されている。当局の発表によると、AvaJovo村  
mai120070518．1588  の住民1名が病気の雄の子牛を畑で屠殺した後、炭痘の症状で入院し、2007年5月12日に死亡した。この  

肉を購入したヒトを追跡中である。   
432  

炭痕   ProMED－   アルゼンチンでは2008年に29の炭痕アウトブレイクがウシで起こり、ヒト皮膚炭癌症例が計9例（内3例は  
m扇120070519．1590  BuenosAires地方）であった。1997年以降、年間発生率は減少しつつある。   

433  

炭痘   ProMED－   2007年8月5日付けCBCNew＄によると、カナダM8r正也aのウシが今年初めて炭痕により死亡した。この点  
mai12∝け0608．1877  場では昨年の夏にも炭痕が発生した。   

434  

炭痕   ProMED－   CanadianFood］n＄PeCtjonAgency（CFLA）は．2007年5月下旬にSaskatchewan・ucydmjnster近辺の農場  
mai12∝け0614．1948  でウシ1頭が炭痕により死亡したことを2（氾7年6月11日に確認した。   

435  

炭痕   ProMED－   2007年7月5日、米国Minnesota州の動物保健局は、Mar＄ha”Countyにおいて先週牧草地で死亡している  
mai120070707．21TO  のを発見されたウシ柑引ま．炭痕で死亡したと確放され2∞丁年七初めての症例となったと報告した。   

436  

炭痕   ProMED－   米国テキサス州SanAngeloAreaにおけるウシおよびシカの大量死亡に関して、2007年7月13日に、動物  
mai120070713．2248  の剖検検体で炭痕陽性が培養で確認された。   

437  

炭痕   ProMED－   米国SouthDakotaにおいて2007年2件目の家畜（ウシ）における炭痘が確認された。2007年7月24日．  
mai暮2∝）70727．2427  Kimballの南西で放牧されている100項のウシの群れにおいて炭症が確認され．11頂が死亡した。この群  

れは以前に炭症に対するワクチン穣種を受けていなかった。   
438  

炭痕   ProMED－   アルゼンチンAzut都で2007年7月24日に妊娠した雌ヒツジ1頭が死亡しているのが発見され、検査キットお  
m8iは0070730．24ヰ5  よび培養で炭痘陽性であった。   

439  
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体陽性検体は全てIgG－EUSA陽性だった。1検体は】gMも陽性だった。約70％の野生イノシシが抗JEV杭  
体陽性であることが示され、この地域のJEV感染サイクルに関与している可能性が提示された。   
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野兎病  ／  

険性カ  †上昇している。野兎病の感染拡大がウサギの大量死に繋がっている。さらにSan也FeやBernalillo  
／2007／  を含むいくつかの都でウサギの死亡があり、7つの      郡でイヌやネコにおいて野兎病の陽性反応が確認さ  

453．  un  れた。  

m  

raShrodents／  

野兎病  S也rTribune2008年      米国Wyoming周辺で野兎病   のアウトブレイクが数件    あり、州   保健当局はハンターとリクリエーションに注意  
10月31日  を喚起  した。Wyomingでは今年2人が野兎病に感染した。1例はネコに手を噛まれた女性である。ネコは病  

気のウサギを噛んで感染したと思われる。   
454  

野兎病  Yah00！   ニュース 2008    2（氾8年1月30日、千葉県で7   4歳男性が野ウサギ食べようと      的理したところ、2月7日頃から発熱した。2月  
年3月4   日、千葉県債    29E】に医療機関から野兎病の発症例として地元保       便所に報   合された。患者は既に回復している。また、  

康  福祉部疾    病対策課  野ウサギを提供した知人および患者家族の健康に      異常はない。国立感染症研究所によると、野兎病は  
45   5  感染症発生情報 平      1994年までに1372例の患者が報告されていたが、その後減少し、1999年の千葉県での1例以降報告され  

成20年3月4日  ていない。   
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